
 

 

 

 

“見る力”を地域の力で 
 

瀬戸市立幡山中学校長 梶田 明敬 

「猛暑」を超えた「酷暑」とまで言われた厳しい暑さの日々もようやく終わり、秋空に映えるうろ

こ雲や朝晩の涼しさが心地よく感じられる季節となりました。幡山中学校では、これまで毎年８月

に校地の草刈りを行ってきましたが、熱中症の心配もあり、昨年度から９月の終わりに時期を移

し、コミュニティ・スクールの一環として実施するようになりました。今年度

も９月２７日（土）、午前６時５０分から、地域ボランティアの皆さま、PTAの

OB会である「弁天会」の皆さま、現役 PTA、子どもたち、そして幡中職

員、あわせて６０名ほどが参加してくださいました。早朝の涼しい時間帯に

実施できたことで、普段手の届きにくい場所まできれいに整備することが

できました。ご協力いただいた皆さまに心より感謝申し上げます。 

このように、コミュニティ・スクールの力によって、学校に新しい風が吹い

ているのを実感しています。その一つが「学校保健委員会」です。学校保

健委員会は年間数回開かれ、幡中生徒の健康や「生きる力」をどう育むかを話し合う場です。昨

年から地域コーディネーターの方々にもご参加いただき、地域や保護者の視点から貴重なご意

見をいただいています。 

先日の会合では、中学生の視力低下が話題となりました。もちろ

ん学校としても視力が悪化しないよう指導を進めていきますが、子

どもたち自身の意識を高めるのは容易ではありません。そこで、環

境を工夫して関心をもたせようと、「見るだけで視力回復が期待で

きる書籍」を学級文庫に置いてはどうかという意見が出されまし

た。休み時間に遊び感覚で本を眺めているうちに視力が回復する

というのは驚きです。 

このアイデアを受けて、地域の皆さまに回覧やポスターを通じて「視力回復に関する書籍」の提

供をお願いできないか、ということになりました。もしご家庭で眠っている本がありましたら、各自

治会館または幡山中学校までご寄付いただけると幸いです。  

地域の力を子どもたちの健康づくりに生かす ― これこそコミュニティ・スクールならではの取

組だと感じています。詳しくは回覧のチラシやポスターをご覧ください。たくさんの本が集まり、生

徒たちの健康に役立つことを楽しみにしています。 
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夏休みの終わりは、“迷走”台風１０号が“ジョギング並み”の速さで西日本をゆっくりと縦断し、各
地で土砂災害や道路冠水などを引き起こしました。この影響で、９月２日の２学期始業式が休校に
なる恐れもあったのですが、無事開催することができました。今回は、子ども達に始業式で伝えたこ
とを紹介します。 

 

９年間を通じて子ども達の未来をつなぐ 

 

瀬戸市立幡山中学校長 梶田 明敬 

 瀬戸市全域で進められている教育活動に、「小中一貫教育」があります。日本において、義務教

育は小学校６年間とその後の中学校３年間を指しますが、この二つの間には大きな隔たりがあり

ました。そのため、「中一ギャップ」という言葉があるように、中学校に入学すると、これまでの生活

とは大きく異なるため、そこに適応できず苦しむ子ども達が少なからずいるということです。それを

少しでも解消するために、緩やかに小中の接続ができないかということで生まれたのが「小中一

貫教育」です。義務教育の９年間を見通し、同じ目線で子ども達を見守り育てることを大切にして

います。そこで幡山中ブロックの３校（幡山中・幡山東小・幡山西小）では、こんな子どもたちを育

てたいという「めざす子ども像」を次のように掲げ、日々の教育活動を行っています。 

〇思いやりのある子   〇たくましく生きる子   〇地域に貢献できる子 

 また、小学校と中学校の教員が互いに行き来し、お互いの教育を理解することが一番の近道で

あることから、中学校の教員が小学校で授業を行う「乗り入れ授業」や給食交流を行っています。

そして、「人とかかわる力を身につけるプログラム（ハタトーク）」を３校で同じように実施するな

ど、小学校でやってきたことが中学校でも継続されるようにしているため、それが子ども達の安心

感や充実感につながっていると実感しています。 

 さらに、幡山中ブロックの「小中一貫教育」の目玉として、ここ数年継続して実施していることが

あります。それは「福祉教育」です。一人ひとりが幸せに生きることができる社会の実現をめざす

ことは、多様性が叫ばれている今、最も大切なことだと思います。幸運なことに、幡山中ブロック

は、瀬戸つばき特別支援学校と隣接しており、中学校の１年生において相互交流を続けていま

す。今年度も６月１２日に第 1回の交流会を実施しました。子ども達の様子や感想から、とても充

実した時間が過ごせたようです。当日の様子は裏面でも紹介しています。ぜひご覧ください。 

 

 

 
９月１８日（木） ６限目 

              幡山中学校 体育館・各教室 

 

 

 

   

後期生徒会役員選挙 

 

                        ９月２７日（土） 6:50～10:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ９月９日（火）～１１日（木） 若狭湾青少年自然の家 
   スローガン 
       「絆 ～青春でおなかいっぱい～」 

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

 
  

校内草刈り奉仕活動 

日中は汗ばむ陽気が続いた９月上旬、２年生は福井県の若狭湾にて２泊３日の日程
で野外活動を行いました。初日の午後は一時的に雷雨となりましたが、その後は晴天
が続き、ほぼ予定どおりの行程で活動できました。さまざまな場面で仲間と協力する
ことで、絆を深めることができました。今後の学校生活に生かしてほしいと思います。 

 

２年生 野外活動 

 

本年度も、コミュニティ・スクールの活動の一環として、校内の草刈り奉仕活動を
行いました。早朝から地域・保護者に集まっていただき、敷地内の緑化整備に汗を流
していただきました。刈った草は、生徒たちが集めてから袋詰めして片づけました。 

本校では、生徒会役員選挙も主権者教育の一環と位置づけ、瀬戸市選挙管理委員会の
協力で記名台や投票箱をお借りして実施しています。本番さながらの雰囲気で行う投
票に、生徒たちは程よい緊張感の中で、一票を投じる重みを感じている様子でした。 

『お知らせ』 
１１月４日（火）は学校公開日です。幡中の様子を知っていただける絶好の機会です。 
２・３限の間に、ご都合に合わせてお越しください。地域のみなさまは、来賓玄関が受付です。 
なお、保護者の方は、お子様の生徒玄関から校舎へお入りください。 

【２限は 9:40～10:25  ３限は 10:35～11:20】 


